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る時間の差額の」：時間内夕箆云ふものを利する事力潤來るのであるからして延

いては乾燥糊の利川化b乾燥能挙の向上、燃料並に螢力の禽蘇勺等は勿論他0）多

数景の購尺繭に勤して夫々繭質保全上に留意して遺憾のない標にBPL分する事が

出來るのであるからして不知不識の打算的でない諸方面にも多大の有利黙があ

るのである。此繭質保全上に就ては現在斯業界の趨勢に徴して最も映陥があり

復夫れが最大のもの霊思はれるのであるo

　鉱に附雷したいのは以上の様に乾燥程度の未だ若いものであるから勿論畏期

間貯藏する事の出來ないのは勿論である。此貯繭言云調霜は登く切り離して

考へられたい・只當座繰綜のものSみである゜

舞業全電氣化の膿系

岐阜縣立彫磧業學校敏論鍵谷　傳

　　　　内　容　III次

　工．緒　　　　需

工工．　艦事電化と擢業電化　　慧業から見た電蝋の特質及その個

工工工．熱として
　（Aう．仰鞘及慧室電氣保1品の實蹟

　（B）．糎　熱　乾　繭

　（C）．　慧種製燈家の磨用

　（D）。　工　傷　電　　化

工V．　力　　と　’し　て

　（A）・　電亥試煽風機と夏秋簸

　（B）．電氣冷戴器・F特に小形の水を用ひざる）と鷲種冷貯藏

　（c）．　電粂削俘イヒ（」財也）

V．光　と　し　て

　「A）．翻室の照ゆ」

　（B）．電氣黄色光線

　（C）．桑園に於ける電氣高燭誘蛾燈
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VI．結　　　　　論

　　　　（附　農事電牝．聲譲業電化研究1文献）

1　緒　　　　　言

　農村電化0）一重要なる部門言して獄業全電氣化の研究を企てたのは去る大正

十二年の春である。我國農事電化の樺威丸ノ内海ヒピルの東邦電力株式會杜技

師工學i：佐藤雅氏の援助を受け、東邦電刀の好意に依つて、先づeg　一歩霊して

獄室電氣保温を行つて見たのである。而もその成績の相當に見る可きものあつ

たが故に、以來電化し得る懸業の各部に就て研究を行ひ、今や漸くにして獄業

｛縄化の燈系を揃へ溺やら目鼻力｛つく襟になつて來ナここミは・我力濃村文化

の爲に甚だ喜ばしき事ではあるまいか。勿論今復爾ほ大いに研究を要す可き黙

の存在するは申す迄もないが・かsる大事は先叢識者0）共同働閑究世人の之に鋤

する理解、墨者、當局者等の各種各方iiiiの人々の調査研究の結果實現し｛尋可き

ものである。從つて獄業電化の先鞭は小生等の附けし所ならむも、その内容に

至つては研究家學者の研究結果が大部分を矯すものなるこs申すまでもない。

母校同窓會茱陰誌部北1睾幹事からの下命背きがたく、極めてそo）Outlineを各位

の前に展開して参考に供したい曹思ふ。幸に諒Sせられたし。

∬　農事電化と獄業電化　　附電氣の特性

　農事電化の中現花その重要なる部分は、水田の電氣釧i水及び竜氣灌瀦（例前

者は岐阜縣安八郡幅束輪申電氣緋水、其他に凌）り・後者は佐賀縣佐賀郡大井ZF一

晋通水利組其他にあり）等の水田作業、及び腕殻籾磨等の調製川動力の慮用、

或は近頃に至つて穀類の電氣乾燥の研究等である。近き將來に於て或は、電氣

耕癒機がMotor　Cu1七Ure　O）如く装明利∫1・1されるに至るもの霊しても・之を實行

するには非常なる困難を感する。側故ならば普通農事は、その仕事を爲す揚所

が多くは野外である故である。故に現在に於ては電化農蜴・或は共同経螢農揚

ミ辮して調製を電化して行ひ（岐壌縣可兇郡中村農業共同縄螢、愛知縣寳飯郡

下地町下7L井電化農揚）或は前述0）電氣排水灌概な3を行ひつNあゐ。
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これを獄業ざ比較すれば大なる州違がある。懸業は崖内作業大部分を占むるが

故にこれに比較すれば極め讐監化の可能性に寓あるこごは想像に難くない。

　さて電氣のellergy程その作川巧妙なるものなきは論明を要せざる所でb他

の如何なるellergyもこれに及ばざるもσ）である。極めて小型の幾分の一ミ云

ふII．　P．の・il5：動機から幾百H：P．のも0）も極めて容易に動かす。化して熱霊

すれば、馨も有毒瓦斯の襲散なく、化して鯛咬々たる光ミなす可く、何よりも

自由自在である。蘇つて我等0）從事する獄緋業は、屡内にあつて勢働す可く

・， oOwer・・霊してのenerg’yを要し、，，hea七ingJ’電して0）或は”lightin9”Sし

てもenergyを要する。面して只蹴にこれのみにihまらiド獄室内は察氣の流動

嬢し舗瓦斯の存縫許さぬ。或は欝鯉造に・或は蜥織に・想へば灘

のヲ隆しての・・e・gy腰する。　EIIち之に1縄氣瀦いて他に求む可きものは

ない。

伽、軸如伺鞭利であつても経灘題嫉タ醐すゐこミ1拙來ぬ・宰峨

國の蹴力は山多きお蔭で極めて豊窟である。獲電能力は世界有数であり逝く

・電氣の洪水。時代の來たらんS　－a一る有様である・敏にその繍餅各は・歳麟

に鰍騰せんsUtゐる。例へば轍屋〒磁縣の東邦電琳式會醐西支職

の如き昨・霞より・1・i1・－w・t七h…畷に榔附せしが鱒・鵬’繍株鵡

肚の如齢1K．　II．二鰻五厘に横下けせしも術、電力の過剰を來たせるが如き例

を以つて推知す可きである。而も木炭（養鷲界主要燃料）及び石炭の如き多少

の慣格騰落あるも・大勢は漸次騰貴に傾’tき・殊に木炭の如きは近く久乏に瀕し

つsある0）であるo

　かく0）如く考禦すれば盆々電化の可能性」を確認せらるsものであゐ。

　　　　　　III鯉等として　 ．

雛に繍を・1輔・g，嘘して翻する嫌に灘腰するo）は・その漁

線或は（11icr。m　wire）を赤熱せすに1漁。k　heati119　Sしでの器械蓼遭らねばな

らぬ。かくすれば熱σ畷散が極めて一様であるからである。かの電氣溢一ブ

Radiatorの如きは甚だ宜敷くない。故に之を探川すれば失敗むるものであゐ。
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催青であつても保温であつても熱の分布を一様にするこごは必要なる事である

　　（A）　獄種催青o欝1室電氣保温

　獄種電氣催青は甚だ好成績であるが1催青器に慮川してその電氣の特性を利

用し温度の高低に依って調節し得る自動的電氣調館器を附著すれば極めて安全

有利である。囎卵電氣鰐化の如き此れを用ふれば1“．102°を一度の高低もなく

よく自働調節をなす事を得るものであつて、予はpe七aluma（米國）製0）electric

incuba七〇rで、囎卵の85％をよく鰐化し得た。これを催青器に厩漂用すれば課なく

安全に而も有利に催青するこSが出來る。

　獄室の電熱保温に就ては次の結果を示してゐる。

　　　　　　　飼育日数　　纏　　費　上繭封蟻一一匁　下　・繭　　圃功薗

　捌ヒ室　28．7　￥・・．16　3￥24…　18　・…

　木炭室　30・6　￥’1S・OO　2・9。0　0・55　0・275

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　但　電氣　　iK・H・　　4銭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木炭　1貫目　　49鍍

　以上の通りであるが、そ0）「」曾牧の黙」は几1割内外であるが故結局・大して

損ではない。もし曾鮭に依り輩儂2鏡5厘内外に低下するごせば勿論電氣の方が

得霊なる。

　獄生理上から云ふても勿論・電氣程0）理想的のものは他にあるまい。注目す

可き羅iは木炭S電氣εは同一温度を示めしてゐても、甚だ電氣の方が冷涼に感

ぜられるがb併し獄兇の経過は良好でb炭火補温の揚合よりも潅む黙である。

電化獄室は密閉すればする程良い。轟或は有害瓦斯の褒散なく而も密閉すれば

する程、無限に熱はこもる故に電力が節約出來る。獄案の保温は溺り春総のみ

ならす晩秋獄、晩々秋獄に於ても極めて妙であゐ。故に稚織共同飼育蜴、或は

共同催青揚の電化は甚だ良好である。密閉の出來る獄室なら1ま1キロワツト電

熱器で700watt，500wa七t，位三段に調節出來ゐ様に造れば結構である。養獄

霊專用工K．W．電熱器は小生等の考案になゐ理想的のものが販費されでゐる・

（東京、丸ノ内、海上ビルディング、東邦電力株式曾耐本触・佐藤工墜τ1ガ色照曾

のこミ。製作所は名市屋布1｝：1部竃機製作所）。普麺獄室（八蝶間）にてはこれ一蕊
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でよく保温し得る。もし紙1隈の中で行へば蓋し理想的であらふ。

　　（B）電氣乾繭機

　從來これが製作されしものは紹無ではないが、電贋の禦i、或は能率0）黙で面

白くない様であるが、しかし東邦電力等は盛に研究しつsあるので、遽からす

實現する霊信ぜられる。殊に各地に乾繭倉庫の設立を企圖される折柄、これが

小型の機械の出現は甚だ意昧あるもの霊思ふ。

　　（G）獄種製造家

　獄種人工餌i化の熱源εしで懸用す可きでありヤ急遽を要する種繭（蟹蛆害の

過：多なる爲）を乾繭する揚合其他k翻種製懸用器㌧或は獄具を乾燥寸るに要す

る低度0）乾燥器の必要を訴へらるsこ霊の多き。或は螢蛾促進の爲の保温装置

等その微に入る磨用は枚暴に暇がないのである。

　　（D）　工　　揚　電　化

　製綜工揚、絹紡工蜴等の電化に就ては此慮に喋々するの必要はあゐまいし、

小生の研：究外に旙するもσ）でもある故に項目のみを墨けるのみである。

IV　カ　と　し　て

　　（A）　電氣扇風機ミ夏秋獄

　電氣は力（power）Sして利用するを最も有効電するのである。獄業に於て大

型0）動力利用の獄架でも嚢明されざる内は、鷺氣扇殊に天井隔　（ceiliug　fan）

の慮用が最も動力多きものであらふ。澱と｛三理上、微動せる察氣所謂氣流の必要

なるは勿論殊に夏秋獄に於て然りである。而もこれは大川博七等に依りて謹明

されてゐる所である。電氣囑風機を如側なる揚所に設置す可きか。或は逡風の

ノ∫向b・遽度等の如何の調査は一切省略して先に岐阜縣、愛知縣、奈良縣下に於

て五百肇を養獄用霊して供給し養慧家に實施せしめナこる結果を、盗養獄家が報

告してゐるが、その實例二三を暴ければ

　　　　　　報　　告　　例

　住　　　　所’　　　　　氏　　　　名

i1皮皐縣可歩翻1伏SLI村　　　　宇　野　lliutMI眠
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一’一…㎜
　　　生育状態　　　　光澤解雀予　　牧　壁　　　　増牧割合　　　　其　　　他

　　食桑活濃良好　　　光澤可　　一ヒ分櫓取　　　確實五分　　排灘ノ目酌＝可ナV

岐懲欝欄可。職繁野一・剛難講蠣・
　愛知縣東惑井郡篠木村　　　長　総　　憲　貨

　　良好　備融翰蛾藷一割　撚・・祠・・
　〃　　蜜飯郷國府町　　　　辻　　雷太郎氏

　　イキリ時昌ヨロシ良好　不詳　 一割　 全　．上
　三重縣三重郡常盤村　　　　　’稻　垣　万　吉t｝

　　健全・・囎・欝票明縮囎拠不1）J　繍搬可ナ・

　〃　　阿藝郡稻∠k村　　　　日々野　佐太夫氏

　　嚇・艶　轡鶉謡三書シー割紛露桑・ウ・イナi」　iil・・

　以上の二三の例にて凡そ知るこ霊を得る如く、結局」曾牧を報じて居るのみな

らす螢繭中に於て之を用ひて光澤解斜を可良ならしめ且つ濡桑を乾燥すゐに妙

であるこ霊を報じて農｝る。（文献参照）　爾バラ種風選や或は人工卿化施術後の

籔紙乾燥等もこの一恋月lS見て可なる可し。

　　（B）　電氣冷藏機

　大型のアンモニア弍電氣冷却器は誰も個知の｝罫であるが、かsるものは翻業

電化ざしてあまり注口して居らない。獄種製遣家が實用電して渦望してゐるの

は、かsるものではない。維豊の極めて少い。高くても￥1000以下で出來るも

の而もアンモニア式0）様に常に水を使用する様であつては實用化は朋されぬ。

母校にもコンバィンド冷藏庫が設備されてるるが、かsる大規模のものは普及

は少いのであるo故に（1）極めて小型の、（2）水を使用する必要なきv（3）温度

調節自由の冷誠機は實に翻種界の希望であらふ。此目的に近いものb師ち

一i－H・Pか÷恥・のm・…で動く而も水鞭胆ぬ冷燃・一ワ・ゴルな

るものが外國で始めて作られた（スウィツツル）。これを輪入研究して製遇され

たものに、東邦冷藏函がある。これを簡躍に記載するならば、此装置は亜硫酸

ガスSo2ミ、盤化カルシユウムOac12霊を使川するも0）でb　S勉を歴縮液化せしめ

之をt冷藏函内の瞳水槽にi導きて氣化させる。そ0）氣化熱に依つてCacl2液を零F

20°書し燧に函内をF38°ごなす。而も此冷藏機で1よその冷氣が甚だ乾燥して
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ゐる。そして氣化ガスは更に液化されて循環する0）であある。かsる小型（w・

立珂ミ以下）0）冷蔵魔を氷使用冷藏康S比較すうなら次の様になる。

　　電動機馬力　　÷肌　　÷正1・P・　ヤLE

禦9杢溜灘騰要　24・貫　・・。貫　54°貫
　全　一1　－一ケ月氷代金　　　　　　　36圓　　　　　451EII　　　　81圓

　電力料（誰夜）　 4圓　 7圓　10圓
　電氣利用冷藏機はその縄費が．1：記の様にスバラしく少いのは殊に淀目しなく

てはならぬ。此機械は小生等大正十フL9年には愈慧種貯藏、冷蔵の試鹸を行ふ可

く著々準備中で他日、具艘的に報告し得る霊思つてゐる・

　　（c）　’i癒氣N工瑠化法

3万乃到万・・1嫡流放電の卿fヒ法が實川ヒする訟ふ離・こぴは・その設備

の黙（設備費が高い）から見て如伺かミも思はる。しかし普及の可能性なし電

は去へまい。しかし変流の電流」父は他のpower化しナこ力溝でも研究して實用化

出來るミの曙光は小生等は握つてゐゐが、今それを嚢表する迄に至つてゐない

V　光　と　し　て

　　（A）獄塞の照明
　稚獄飼育S照明は或は攻多冠す可き闘題があるかも知れぬ。養羅燈も此内に入

る可きである。

　　（1つ　黄光線上族

　電燈の興黄色で實鹸しtこ成績を自分はbもつてゐる。やはり有効であるが、

實用に供する蓮には大いに研究を要するこSであらふ。

　　（C）　桑園審鐡駈除εしてσ）電氣誘蛾燈

　電氣高燭誘蛾燈に就ては多くの研究があP」　・）介そのWh例を黎け’て、醤だそ0）

麟の高いものであるこ涛例謹するこ電・する講附に從來石汕誘蛾燈に

就て研究して展た誤謬をjEすの一例を引川すれば訳の通りである。
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　　　大正十四年八月三十一日ヨリ6日聞　　　　愛知縣東春日井郡勝川町（種の螺蛾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雌　　雄　　の　　％

　　　　　　　　　　　　　　♀蛾　　♂蛾　　　　鴛

麗（5∵光潔瀦llll　諺1：彰
　　これに依つて、石油燈0り知き低燭光のものは雌蛾が少くて雄蛾の捕殺が多い

　從來誘蛾燈の効力0）疑はれた0）はかsる蒙熱こ原因があるかもll3ilれぬ。これが高

　燭光の誘蛾燈になるざ、反獅に雌蛾、殊にその抱卵蛾が多く捕殺せらるSのは

　前表で明である。その他燭光を攣するこ蜜に就ても研究の鯨地は甚だ多い。次

　に桑園に高燭電氣誘蛾燈を；融火した成績（但し大正レ三年より大正十五年迄八

　JILb十の三ケ月の成績）を調査するに1これ亦可成り効力が大である。詳細な

　る成績は略して、捕殺せられナこ桑害嶽0）名稽0）みを掲セテて、参考に供しtcい。

　　（森林、野菓の害躍1は除く）

　（1’）．尺取蛸噸　　ク・・ヱダシヤクカ㌔アラヱf・“シヤク鱒

　（2）．　螺　虫撮　類　　　クワノメイ蛾．　スカシノメィ蛾等

　（3）．燈蛾類　　ヒトリカ㌔　ゴマダラヒトリ蛸曙

　（．4）．　クワノ、マキムシ盛戯炎頁

　（5）．金唱虫蛾類

　（6）．　ハゴロモ類　　 アラノ・ゴロモ．ベツvウハゴロモ．テングスケバ等

　（7）．　ヨaノぐイ難τ　　　オホヨコバイ・　ツマク“ロヨコバイ・　チ」ぐタ“ラヨコlx“イ

　（8）．甲虫類　　クP＝」“a．．トラフカミキリノ・ムシ（？）（’l」’ル・’ムの

　（9）．　クダマキモドキ

　　桑園は比較的集團してゐる劉iに於てか』る溺除法は甚だ膚意義のこ叡思は

　る。

　　　　　VI結　　　　論

以上これを要するに電氣化は鷲種の催青からその冷藏、及び貯i蔵、飼育に或
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は夏秋欝飼育に晩秋保温に、人工卿1ヒ法に或は、乾繭に総ての劉iに鷹用し得る

の膳Yt：は出來た0）である：⊃これが盆々微に入る0）磨用、或は経濟の閻題等1よ爾

研究を要す可きものε考へらる。特來電頂の低下ご共に猛々その慮用は籏大さ

るるこ“Sミ考察せらる。農村文化の爲に盆々その普及を希豊して1Lまぬ。・進ん

で深く調査されたいIT々　c’）爲に文献を記載して餐考霊する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大正十五年十一一月二十五日記）

　　　〔但し一・部分に記載したものを除く〕

　（A）　農郭電叱」文献

　　　　1．佐藤雅氏…訂最近の農村電化』　耳涼巖松堂書店

　　　2．　農事電化にi獣すろ一蓼察　　　　農壌鯉牝協會パンフレツト

　　　3。・我國に於ける電力海概　　　　　　　　　”

　　　4●　穽赫り婆1こ於｝t｝る農瘍電イヒ　　　　　　　　　　　〃

　　　5．佛國提村電化聾及金融法　　　　　　　　〃

　　　6．　共同農i紫並に生産米の塵理　　　　　　〃

　　　7．電氣利用組合　　　　　　　　　　〃

　　　8．　司膓正木氏　農事電化實蹟　　　　　　〃

　　　9．　4£井庄三郎氏　欧洲に於ける電化　　　〃

　　　10．　　電イヒ農場實f殉

　　　11．　澁灘元治氏　最近電氣界の獲遽と將來　　〃

　　　12．　農鄭電1七協會報

　　　13．　’‘electro　fhl’lllh19”　月干ll　ロンドン畿行

（B）　　董罎業健孟イヒ丈i砂こ

　　　　1．　鍵　谷　　傳　　大正十三年十月　　慧霊電化の研究（農業世界）

　　　2．　　ク　　　　　　ク　十四年　　　　電氣扇風槻と夏秋獄（鐡粟新報）

　　　3．束蜘　濫　夫　　　　〃　　　　　　鎧室刑電熱器　（大日？ド獄綜會報）

　　　4．　鍵　　谷　　僧1，　大1’1三＋五年　　　　　扇風機利用夏秋獄飼育の概播的親察
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（凱業新報）

　　　5．　　　ク　　　　　　　　 ＊i！三¶y三E「ill　　　　　桑國薔ξナ錫誘蛾彊念の威ブコ（lil率霊置業楽1農誌）


